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第２次小林市総合計画を策定しました
　市では、平成29年度から向こう９年間の小林市のまちづくりの指針となる「第２次小林
市総合計画（基本構想及び前期基本計画）」を策定しました。将来都市像を「みんなでてな
む　笑顔あふれる　じょじょんよかとこ　小林市」と掲げ、未来につながるにぎわいや笑顔
があふれる持続可能なまちづくりを、市民が主体のオール小林による協働体制で目指します。

みんなでてなむ  笑顔あふれる じょじょんよかとこ 小林市
～みんなで一緒に　笑顔があふれる　とても素晴らしいまち小林市を創造しましょう～

　

市
で
は
、
平
成
25
年
に
「
小

林
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

を
制
定
し
、
そ
の
中
で
総
合
計

画
の
策
定
を
義
務
付
け
て
い
ま

す
。
総
合
計
画
は
、
小
林
市
を

今
後
ど
ん
な
ま
ち
に
し
て
い
く

の
か
、
そ
の
た
め
に
何
を
行
っ

て
い
く
の
か
な
ど
を
定
め
た
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
最
上

位
計
画
で
す
。

　

今
回
の
第
２
次
小
林
市
総
合

計
画
（
以
下
、
計
画
）
は
、
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
施
行

後
、
初
め
て
策
定
す
る
計
画
で

あ
り
、
条
例
の
内
容
を
反
映
さ

せ
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
具

現
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
よ

り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

　

計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
目

標
や
方
向
性
を
定
め
る
「
基
本

構
想
」、
ま
ち
づ
く
り
の
具
体

的
な
施
策
を
定
め
る
「
基
本
計

画
・
地
区
別
計
画
」、
さ
ら
に

具
体
的
な
事
業
を
定
め
る
「
実

施
計
画
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
（
左
㌻
参
照
）。

　

具
体
的
に
は
、「
子
育
て
環

境
、
医
療
、
介
護
を
ど
う
す
る

の
か
」、「
バ
ス
や
鉄
道
な
ど
の

公
共
交
通
を
ど
う
し
て
い
く
の

か
」
な
ど
、
市
民
一
人
一
人
の

生
活
に
関
わ
る
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

計
画
期
間
は
、「
基
本
構
想
」

は
、
平
成
29
～
37
年
度
の
９
年

間
、「
基
本
計
画
」
は
、
前
期

が
平
成
29
～
33
年
度
の
５
年

間
、
後
期
が
平
成
34
年
～
37
年

の
４
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
か
ら
策
定
す
る

地
区
別
計
画
は
、
各
地
区
の
き

ず
な
協
働
体
を
主
体
に
、
地
域

の
実
情
に
合
わ
せ
た
計
画
と
し

て
随
時
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
計
画
は
、
策
定
後
の

実
現
に
向
け
て
、
策
定
段
階
か

ら
市
民
参
画
に
重
点
を
置
き
ま

し
た
。
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

を
市
民
主
体
で
考
え
、
話
し
合

う
た
め
に
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
、
議
論
を
重
ね
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
が
基
本

構
想
の
内
容
に
反
映
さ
れ
て
お

り
、
今
後
、
市
民
と
行
政
の
共

通
の
目
標
と
な
り
ま
す
。

　

計
画
の
実
現
に
向
け
て
、
市

民
と
行
政
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
担
い
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

小林市が目指す将来都市像

【特集】

　市民が主体のまちづくりを推進し、健康であり
笑顔で、「じょじょんよかとこ小林市（※）」をオー
ル小林で実現させよう、ということを表現してい
ます。
※地域・自然・文化・歴史などがきらきら輝くと
　ても素晴らしいまち

①市民が主体で、協働により行うまちづくり
②「基本的人権の尊重」の下、全ての市民が互いに助け合いながら暮らせるまちづくり
③豊かな自然、資源を守り育て、全ての市民が希望を持ち、安心して暮らせるまちづくり

基本計画
行政主体で策定し、施策をまとめたもの。

各地区のきずな協働体が主体で策定し、
地域の目標や取組をまとめたもの。

にぎわい
人も心もワクワク
にぎわうまち

産業振興
移住定住

シティPR　など

いきいき
健康でいきいき

つながり合う笑顔のまち

福祉、子育て
医療、健康づくり
介護　など

まなび
生涯を通して学び合い

育ち合うまち

学校教育
生涯学習

スポーツ振興　など

くらし
豊かな自然と共に
安心してくらせるまち

地域公共交通
災害、水道
環境保全　など

総合計画の体系図

将来都市像に込められた思い

　平成25年に「小林市協働のまちづくり市民会議」の提言を
もとに制定した本市の自治基本条例（※）です。基本理念や、
まちづくりにおいて誰がどんな役割を担い、どのような方法で
決めていくのかなどの基本ルールを定めたものです。
※自治基本条例とは、住民自治に基づく自治体運営の基本原則
　を定めた条例で、「自治体の憲法」とも言われます。

総
合
計
画
は
ま
ち
づ
く
り

の
最
上
位
計
画
で
す

み
ん
な
の
生
活
に
関
わ
る

重
要
な
計
画
で
す

小林市まちづくり基本条例とは

具体的な事業などをまとめたもの。

市
民
Ｗワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ｓ
な
ど
を
行
い

多
く
の
意
見
を
反
映

市民ワークショップでは、高校生から
80代までの約150人により「小林の
ありたい姿」に対する議論をしていただ
き、計画の基本構想へ反映しました

実施計画（平成29年度策定）

地区別計画（随時策定）

「
基 

本 

構 

想
」

各分野のまちづくりの目標

まちづくりの基本理念（「小林市まちづくり基本条例第 4 条」）まちづくりの基本理念（「小林市まちづくり基本条例第 4 条」）



にぎわい ～人も心もワクワクにぎわうまち～

　

雇
用
を
創
出
し
、
市
民
の
所
得
の

向
上
を
図
る
た
め
、
本
市
が
誇
る
地

域
資
源
に
人
の
や
さ
し
さ
や
温
か
さ

と
い
っ
た
お
も
て
な
し
の
心
で
付
加

価
値
を
高
め
、
活
用
し
、「
人
が
集

ま
る
に
ぎ
わ
う
ま
ち
」
を
目
指
し
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
、
恵
ま
れ
た
農
畜
産

物
の
活
用
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の

取
り
込
み
に
よ
る
雇
用
機
会
の
増
大

や
地
域
経
済
の
活
性
化
、
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
に
よ
る
移
住
定
住
施
策
の

推
進
な
ど
、
交
流
人
口
の
増
加
に
確

実
に
つ
な
げ
る
各
種
施
策
を
戦
略
的

に
推
進
し
ま
す
。

【主な事業】

【特集】第２次小林市総合計画を策定しました
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いきいき ～健康でいきいきつながり合う笑顔のまち～

　

交
流
、
出
会
い
、
絆
、
居
場
所
な

ど
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
働
く

場
所
や
趣
味
な
ど
、
市
民
が
い
き
が

い
を
持
ち
、
子
ど
も
も
大
人
も
「
健

康
で
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
目

指
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、「
地
域
医
療
・
健

康
都
市　

小
林
市
」
宣
言
を
踏
ま
え

た
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
人
口

減
少
を
緩
和
す
る
た
め
、
出
生
数
の

増
加
に
つ
な
が
る
よ
う
な
、
結
婚
・

妊
娠
・
出
産
・
育
児
の
切
れ
目
の
な

い
支
援
と
子
育
て
環
境
の
充
実
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
が
安
心
し

て
過
ご
せ
る
よ
う
医
療
・
介
護
の
連

携
を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
障
が

い
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

まなび ～生涯を通して学び合い育ち合うまち～
　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
一
人
一

人
が
継
続
的
に
学
ぶ
環
境
（
場
・
機

会
）
が
確
保
さ
れ
、
地
域
で
の
交
流

の
中
で
「
互
い
に
学
び
合
い
育
ち
合

う
世
代
間
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
ま

ち
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
魅
力
あ
る
教
育
環

境
を
整
備
し
、
若
年
層
の
流
出
を
防

ぎ
、
定
住
の
促
進
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、本
市
の
魅
力
で
あ
る
豊
か
な「
食
」

を
生
か
し
た
食
育
な
ど
、
郷
土
愛
を

醸
成
し
な
が
ら
、
多
彩
な
人
材
を
育

成
し
ま
す
。
さ
ら
に
国
際
交
流
や
教

育
に
つ
い
て
考
え
る
場
を
多
く
設
け
、

０
歳
か
ら
１
０
０
歳
ま
で
の
幅
広
い

世
代
が
一
緒
に
学
び
、
地
域
を
支
え

る
人
材
の
基
盤
を
作
り
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
の
中
で
人
と
人
と
の

良
好
な
関
係
や
交
流
が
あ
り
、
み
ん

な
で
支
え
合
い
、
認
め
合
え
る
誰
も

が
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を

目
指
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
恵
ま
れ
た
自
然

環
境
を
維
持
、
活
用
し
、
快
適
な

生
活
環
境
を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
市
民
同
士
が
助

け
合
え
る
よ
う
日
頃
か
ら
隣
近
所

で
の
接
点
を
増
や
し
、
防
災
教
育

や
自
主
防
災
組
織
の
活
動
を
活
発

化
さ
せ
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
の
魅

力
で
あ
る
「
水
」
を
、
い
つ
ま
で

も
き
れ
い
で
お
い
し
く
飲
め
る
よ

う
に
、
水
質
管
理
に
取
り
組
み
、

施
設
な
ど
の
維
持
を
図
り
ま
す
。

【主な事業】

くらし ～豊かな自然と共に安心してくらせるまち～

　総合的かつ横断的に組み合わされた以下の４つプロジェクトを、戦略的かつ優先
的に取り組むことで、本計画の実効性を高め、推進を図ります。

リーディングプロジェクト

①人口減少対策プロジェクト

②中山間地域対策プロジェクト

③健康都市プロジェクト

④水資源活用プロジェクト

●フードビジネス推進事業
●肉用牛振興対策事業
●中心市街地活性化推進事業
●観光DMO推進事業
●大人の社会塾（熱中小学校）事業
●移住等促進事業　ほか

【主な事業】
●地域福祉推進事業
●介護予防・日常生活支援
　総合事業
●がん検診推進事業
●子ども医療費助成事業
●地域医療対策事業　ほか

【主な事業】
●小中一貫教育推進事業
●小林の未来を担うキャリア
　教育推進事業
●生涯学習推進事業
●文化財保存活用事業
●市民体力向上事業　ほか

●地域防災対策事業
●地域公共交通対策事業
●男女共同参画推進事業
●水資源保全対策事業
●空き屋再生等推進事業
●上水道事業　ほか

総合計画策定までの経緯

　今回の総合計画は市民の皆さまとともに話し合い、考え、策定しました。さまざま
な立場から多くの市民の皆さまのご意見をいただき、計画に反映しています。

①総合計画市民ワークショップ
　各分野の団体や公募市民約150人に参加いただき、全２回にわたり議論しました。

②総合計画等審議会での審議
　昨年６月に設置し、全８回にわたり委員20人で内容を審議しました。

③市議会での議決
　２月に臨時議会が開催され、2日間の集中審議により、可決されました。

④素案に対する意見募集（パブリックコメント）
　昨年12月から1月にかけて募集し、意見をいただきました。

⑤まちづくり市民アンケート
　市民2000人を対象に実施し、まちづくりへの市民意向を把握するなどしました。


